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★最初に竿を曲げた
のはヨッシー。１キ
ロ級のアオリイカを
釣り上げた

　

ヨ
ッ
シ
ー
こ
と
吉
岡
進
が
エ
サ
、
ル
ア
ー

釣
り
を
問
わ
ず
、
様
ざ
ま
な
釣
り
物
に
ガ

チ
で
挑
戦
し
て
い
く
連
載
「
ツ
リ
ガ
チ
！
」。

第
19
回
は
内
房
勝
山
沖
の
テ
ィ
ッ
プ
ラ
ン
エ

ギ
ン
グ
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
も
ま
ず
ま
ず
順
調
で
、
11
月

中
旬
に
入
っ
て
か
ら
も
0.5
〜
0.8
キ
ロ
を
中
心

に
１
キ
ロ
級
を
交
え
て
い
い
日
は
ト
ッ
プ
10

杯
に
迫
る
釣
果
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

11
月
下
旬
に
釣
行
し
た
の
は
内
房
勝
山
港

の
勝
山
か
か
り
釣
り
セ
ン
タ
ー
。
和
田
五
郎

船
長
が
目
指
し
た
釣
り
場
は
勝
山
沖
の
水
深

20
〜
45
メ
ー
ト
ル
で
、
根
周
り
や
カ
ケ
上
が

り
な
ど
を
狙
っ
て
い
く
。 ▼サバフグが

邪魔をして、同
船者の中には
糸を切られた
方もいた

▲当日の釣り場は
勝山沖の水深20
〜45メートル

▲序盤は港前の浅場
を探っていく

▲餌木を投入したら
道糸の動きで着底を
判断する。沈む道糸
が止まったときが着
底のサイン

か
わ
い
い

か
わ
い
い

Profile ◆よしおか すすむ
1982年生まれ。ヨッシー
の愛称で親しまれている。
一つテンヤマダイ、ライト
系オフショアルアーを得意
とする。ジャッカルソルト
プロスタッフ、シーガーイ
ンストラクター。

◆本編（62ペー
ジより）は高橋剛
が執筆。沖釣り
の楽しさをヨッシ
ーとともにお伝え
します！

ハ
ン
バ
ー
グ
級

ハ
ン
バ
ー
グ
級

撮影／文◉本誌編集部

や
っ
た
！

や
っ
た
！

コ
イ
ツ
だ

コ
イ
ツ
だ

内房の
ティップラン

エギング

テ
ィ
ッ
プ
ラ
ン
は
、

そ
ん
な
に
難
し
い
釣
り
じ
ゃ
な
い
。

簡
単
、
と
言
っ
て
も
い
い
と
思
う
。

で
も
、
油
断
は
で
き
な
い
ん
だ
よ
…
…
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内房勝山港

☎0470・55・2675
（詳細は巻末の情報欄参照）

勝山かかり釣りセンター
＃船宿インフォメーション

▲和田 五郎船長（右）

◉料金＝アオリイカ乗合一人１万1000円
（氷付き）　◉備考＝予約乗合、６時出
船。ほかカカリ釣りのクロダイも

　

ま
ず
は
港
前
の
浅
場
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
片

　

ま
ず
は
港
前
の
浅
場
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
片

舷
に
並
び
ド
テ
ラ
流
し
で
広
く
探
っ
て
い
く

舷
に
並
び
ド
テ
ラ
流
し
で
広
く
探
っ
て
い
く

が
、
モ
ー
ニ
ン
グ
チ
ャ
ン
ス
は
残
念
な
が
ら

が
、
モ
ー
ニ
ン
グ
チ
ャ
ン
ス
は
残
念
な
が
ら

不
発
に
終
わ
る
。

不
発
に
終
わ
る
。

　

勝
山
沖
の
水
深

　

勝
山
沖
の
水
深
4040
〜〜
4545
メ
ー
ト
ル
の
ポ
イ

メ
ー
ト
ル
の
ポ
イ

ン
ト
へ
移
動
し
再
開
。
し
ば
ら
く
ア
タ
リ
が

ン
ト
へ
移
動
し
再
開
。
し
ば
ら
く
ア
タ
リ
が

な
い
時
間
が
過
ぎ
て
い
く
中
、
つ
い
に
ヨ
ッ

な
い
時
間
が
過
ぎ
て
い
く
中
、
つ
い
に
ヨ
ッ

シ
ー
が
ア
タ
リ
を
と
ら
え
た
。
即
合
わ
せ
を

シ
ー
が
ア
タ
リ
を
と
ら
え
た
。
即
合
わ
せ
を

入
れ
て
フ
ッ
キ
ン
グ
に
成
功
し
、
値
千
金
と

入
れ
て
フ
ッ
キ
ン
グ
に
成
功
し
、
値
千
金
と

な
る
１
キ
ロ
級
の
ア
オ
リ
イ
カ
が
取
り
込
ま

な
る
１
キ
ロ
級
の
ア
オ
リ
イ
カ
が
取
り
込
ま

れ
た
。

れ
た
。

　

終
盤
、
高
橋
親
子
の
ダ

　

終
盤
、
高
橋
親
子
の
ダ

ブ
ル
ヒ
ッ
ト
で
船
上
が
盛

ブ
ル
ヒ
ッ
ト
で
船
上
が
盛

り
上
が
り
を
見
せ
る
と
、

り
上
が
り
を
見
せ
る
と
、

ラ
ス
ト
は
蒼
一
郎
が
１
杯

ラ
ス
ト
は
蒼
一
郎
が
１
杯

追
加
し
て
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
。

追
加
し
て
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
。

　

シ
ャ
ク
リ
の
回
数
や
餌

　

シ
ャ
ク
リ
の
回
数
や
餌

木
選
び
な
ど
様
ざ
ま
な
ア

木
選
び
な
ど
様
ざ
ま
な
ア

プ
ロ
ー
チ
で
本
命
を
手
に

プ
ロ
ー
チ
で
本
命
を
手
に

し
た
ヨ
ッ
シ
ー
。
詳
し
く

し
た
ヨ
ッ
シ
ー
。
詳
し
く

はは
6262
ペ
ー
ジ
か
ら
の
本
編

ペ
ー
ジ
か
ら
の
本
編

に
て
！

に
て
！

① ② ③

④

餌木を沈める

基本は船下へ。
船が流れない
ときは投げる

餌木を沈めるときは
ラインを海面に出し
て動きを見る

ラインの出が
止まると着底 8～10 秒

ステイ

ダートさせて
イカを誘う

餌木の着底
を確認

着底したらすぐに7～8回巻き
シャクリを入れて
ピタッと止める

竿先に変化が出たら
すべてアタリ。即合
わせする

ティップランエギングの釣り方イメージティップランエギングの釣り方イメージ
◉しっかりと底を取ることが大切。底の取り方は
海面にラインを出しつつ餌木を落としていき、ラ
インの出が止まったら着底となる。着底したらすぐ
にリールを巻きながら餌木をシャクる。シャクリ
の回数は７〜８回が基本。その後、８〜10秒ほ
ど止めてアタリを待つ。アタリがなければ再着底
させて巻きシャクリ。

▲巻きシャクリは手首のスナップを
効かせてリズミカルに

▲クロダイのカカリ釣りで有名な同宿だが小型船で
ティップランエギングのほかスーパーライトジギング
なども楽しめる

★沖揚がり直前に
アオリイカを乗せ
た蒼一郎

★いいポイントに
入るとダブルヒッ
トする一幕も

▼「青帝PRIZA 
STP S -210M
- ST」は一つテ
ンヤマダイロッ
ド。繊細で感度
抜群なのでティ
ップランエギン
グにも対応する

▲当たりの餌木
やカラーを探す
のもこの釣りの
だいご味

▼８回巻きシャ
クリを入れて止
めるとティップ
が動いた

★グイーングイーンとい
うアオリイカの独特の
引きがたまらない

▲良型のアオリイ
カが海面に浮上。
タモに収まるまで
油断できない

▲待望のアオリイカ
を釣り上げて喜ぶヨ
ッシーと、船中１杯
目が釣れてひと安心
する和田五郎船長

★巻きシャクリで餌木
をダートさせてアオリ
イカにアピールする

▲良型のアオリ
イカはタモ入れ
しよう

★アタリが少ない中、親子同時に
アオリイカを釣り上げた。これに
はヨッシーも驚きだ

ク
イ
ッ
ク
イ
ッ

イ
エ
〜
イ
エ
〜

ど
う
だ
？

ど
う
だ
？や

っ
た
ね

や
っ
た
ね

Ｗ
ヒ
ッ
ト
！

Ｗ
ヒ
ッ
ト
！

ボ
ト
ム
に

ボ
ト
ム
に

い
た
よ
っ
！

い
た
よ
っ
！

餌
木
＝

テ
ィ
ッ
プ
ラ
ン
用

23
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30
g
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餌
木
用
シ
ン
カ
ー
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〜
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ｇ
な
ど

ロ
ッ
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＝
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R
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ノ
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シ
ョ
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シ
ー
ガ
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プ
レ
ミ
ア
ム
マ
ッ
ク
ス

シ
ョ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
F
X
2.5
号

餌
木
ス
ナ
ッ
プ

▲ドテラ流しでは着底が分
からないとただひたすらラ
インが出ていってしまう。
3.5号・30グラム前後の餌
木から始めて、着底が分か
らなければ重くしていく

▲重さを調節するための
餌木用シンカーも用意して
おくといい

シ
ャ
〜
！

シ
ャ
〜
！

ク
イ
ッ
ク
イ
ック

イ
ッ

ク
イ
ッ

ティップランティップラン
エギングエギング
タックルタックル


